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創
生
や
多
世
代
交
流
の
場
で
も

あ
る
。
公
園
を
初
め
て
利
用
す

る
人
が
、
そ
の
後
も
継
続
利
用

で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

現
に
つ
い
て
も
工
夫
し
た
い
。

議
員
　
市
民
に
公
園
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
。所
見
を
伺
う
。

市
長
　
公
園
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

研
修
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

議
員　
同
法
は
、
官
民
デ
ー
タ

活
用
に
よ
り
行
政
改
革
及
び
地

域
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
趣
旨
か
ら
、
情
報
化
施
策

を
推
進
す
る
べ
き
だ
。
同
法
で

は
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本

計
画
策
定
は
市
町
村
の
努
力
義

務
で
あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
同
法
で
は
、市
町
村
は
、

都
道
府
県
等
の
計
画
を
勘
案
し

て
、
計
画
策
定
す
る
旨
を
規
定

し
て
い
る
。
都
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
市
は
、
プ
ラ
ン
改
定

の
際
に
プ
ラ
ン
を
市
の
基
本
計

画
と
位
置
付
け
る
か
、
別
途
策

定
す
る
か
検
討
し
た
い
。

議
員　
今
後
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

技
術
等
の
進
展
は
必
要
だ
が
、

愛
情
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
欠
け
る
な
ど
倫
理
的
課
題

発
生
の
可
能
性
へ
の
認
識
も
必

要
だ
。
情
報
化
技
術
の
負
の
部

分
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
市
は
、
情
報
通
信
技
術

の
光
と
影
の
部
分
を
研
究
し
つ

つ
、
活
用
す
る
責
務
が
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
進
展
に
伴
う
新
た
な
課

題
を
研
究
し
て
取
り
組
む
。

議
員
　
市
は
、
平
成
28
年
３
月

改
定
の
三
鷹
市
地
域
情
報
化
プ

ラ
ン
２
０
２
２
（
第
１
次
改

定
）
に
よ
り
情
報
化
施
策
を
実

施
し
て
い
る
が
、
改
定
後
の
同

年
12
月
に
官
民
デ
ー
タ
活
用
推

進
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
。
プ

ラ
ン
改
定
後
の
国
に
お
け
る
動

向
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
同
法
制
定
に
よ
る
国
の

方
向
性
と
市
の
方
向
性
に
は
大

差
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る

が
、
今
後
国
の
動
向
に
よ
り
プ

ラ
ン
改
定
等
を
検
討
す
る
。

議
員
　
同
法
の
官
民
デ
ー
タ
活

用
に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

市
長　
本
市
で
は
デ
ー
タ
を
災

害
情
報
シ
ス
テ
ム
等
で
活
用
し

て
い
る
。
今
後
も
同
法
の
趣
旨

に
基
づ
き
、取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　
政
策
の
優
先
順
位
判
断

に
当
た
り
、同
法
で
重
視
さ
れ

た
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案

（
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
）に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
政
策
立
案
に
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
サ
イ
ク
ル

を
、
庁
内
で
構
築
す
る
こ
と
が

重
要
で
、
平
成
29
年
度
職
員
に

研
修
会
を
実
施
し
た
。
今
後
も

育
等
の
有
無
が
将
来
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
決
定
的

議
員
　
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴

児
に
は
、
幼
少
時
の
適
切
な
療

市
長　
付
属
品
は
原
則
本
体
と

一
体
で
対
応
す
る
が
、
柔
軟
な

対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

議
員　
学
校
に
お
け
る
難
聴
児

童
等
へ
の
学
習
支
援
等
に
つ
い

て
、
市
の
対
応
状
況
を
伺
う
。

教
育
長　
市
は
、
通
常
学
級
で

視
覚
教
材
利
用
等
に
よ
り
教
科

指
導
を
行
い
、
ま
た
、
連
雀
学

園
南
浦
小
学
校
に
難
聴
学
級
を

設
置
し
て
、
障
が
い
に
応
じ
た

特
別
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員　
聴
覚
障
が
い
者
の
人
工

内
耳
の
音
声
信
号
処
理
装
置
で

あ
る
ス
ピ
ー
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

の
買
い
替
え
は
高
額
だ
。
市
の

支
援
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
今
の
と
こ
ろ

買
い
替
え
の
相
談
は
な
い
が
、

今
後
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉１
型
糖
尿
病

の
子
ど
も
へ
の
支
援
に
つ
い
て

な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
報
告

も
あ
る
。
市
は
、
中
等
度
難
聴

児
に
補
聴
器
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
中
等
度
難
聴
児
発
達
支

援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

事
業
の
広
報
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
病
院
等
に
周
知
は
進
ん

で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
引

き
続
き
広
報
に
努
め
た
い
。

議
員
　
補
聴
器
の
耐
用
年
数
は

約
５
年
だ
。
ま
た
、
子
ど
も
の

成
長
に
よ
り
買
い
替
え
の
支
援

も
必
要
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
事
業
の
実
施
要
綱
で

は
、
補
聴
器
の
耐
用
年
数
は
５

年
だ
が
、
状
況
に
よ
り
実
情
に

配
慮
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

議
員
　
補
聴
器
に
は
、
イ
ヤ
ー

モ
ー
ル
ド
と
い
う
耳
栓
が
必
要

だ
。
成
長
期
の
児
童
は
、
半
年

に
一
度
程
度
交
換
を
要
す
る
。

付
属
品
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

組
み
へ
展
開
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
近
年
、
ひ
き
こ
も
り
の

長
期
化
、
高
齢
化
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
支
援
が

薄
か
っ
た
40
歳
以
上
の
ひ
き
こ

も
り
の
相
談
体
制
の
整
備
は
、

今
後
の
重
要
な
課
題
だ
。

市
長
　
現
在
、
生
活
・
就
労
支

援
窓
口
で
相
談
を
受
け
て
い

る
。
相
談
の
中
か
ら
分
か
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
今
後
の
取
り

組
み
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
問
題
を
家
族
だ
け
で
抱

え
込
み
、
深
刻
化
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
と
聞
く
。
家
族
へ
の
支

援
策
も
講
じ
る
べ
き
だ
。

市
長
　
ひ
き
こ
も
り
家
族
会
を

紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
丁
寧

な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
厚
生
労
働
省
は
、
市
町

議
員　
ひ
き
こ
も
り
の
問
題
は

本
人
や
家
族
の
努
力
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
状
況
が
あ
り
、

市
と
し
て
更
な
る
有
効
な
支
援

策
を
講
じ
る
べ
き
だ
。
本
市
の

子
ど
も
・
若
者
の
ひ
き
こ
も
り

支
援
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
児
童
青
少
年
課
が
連

絡
・
相
談
窓
口
と
な
り
、
都
が

実
施
す
る
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
に
つ
な
げ
て
い
る
。

議
員
　
本
市
は
、
就
学
・
就
業

の
い
ず
れ
も
し
て
い
な
い
子
ど

も
・
若
者
へ
の
対
策
を
講
じ
て

き
た
。
そ
の
効
果
を
伺
う
。

市
長
　
中
高
生
の
居
場
所
づ
く

り
事
業
を
実
施
し
、
延
べ
377
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。
ひ
き
こ
も

り
の
相
談
が
し
や
す
く
、
居
場

所
も
確
保
で
き
る
よ
う
な
取
り

　
公
明
党
　
赤
松
　
大
一
　
議
員

聴
覚
障
が
い
者（
児
）支
援
に

�

更
な
る
取
り
組
み
の
充
実
を

　
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
吉
野
　
和
之
　
議
員

官
民
デ
ー
タ
活
用
に
対
応
す
る

�
市
の
情
報
化
施
策
を
問
う

公
明
党
　
大
倉
　
あ
き
子
　
議
員

長
期
化
、
高
齢
化
す
る

�

ひ
き
こ
も
り
へ
の
有
効
な
支
援
を

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
今
後
行
わ
れ
る
国
の
実

態
調
査
を
踏
ま
え
、
効
果
的
な

支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

村
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
担
当
職

員
の
養
成
研
修
や
居
場
所
づ
く

り
等
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
充
実

を
打
ち
出
し
た
。
本
市
の
支
援

組
合
と
連
携
し
、
効
果
的
な
情

報
発
信
の
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員
　
地
域
の
安
全
・
安
心
パ

ト
ロ
ー
ル
を
兼
ね
、
健
康
増
進

に
励
ん
で
も
ら
う
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
パ
ト
ロ
ー
ル

導
入
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
関
係
部
署
、
関
係

機
関
・
団
体
等
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
本
市
の
先
進
的
な
平
和

事
業
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め

「
み
た
か
デ
ジ
タ
ル
平
和
資
料

館
」
を
多
言
語
化
し
、
外
国
人

の
活
用
機
会
の
拡
充
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
戦
争
体
験
談
の
動
画
は

日
本
語
の
み
の
視
聴
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
を
確
認
し

つ
つ
、
対
応
を
研
究
し
た
い
。

議
員
　
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

つ
い
て
、
本
市
で
も
様
々
な
情

報
発
信
を
し
て
い
る
が
、
今
後

の
推
進
と
意
識
の
定
着
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
全
て
の
人
が
地
域
社
会

の
中
で
、と
も
に
暮
ら
し
、交
流

し
、相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
、

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
り
組

み
を
全
庁
挙
げ
て
進
め
た
い
。

議
員
　
地
域
社
会
の
健
康
増
進

拠
点
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

交
流
の
場
と
し
て
銭
湯
の
更
な

る
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後

の
支
援
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
今
後
も
各
公
衆
浴
場
や

浴
場
組
合
と
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
、
現
行
の
支
援
制
度
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
都
と
連

携
し
た
支
援
を
実
施
し
た
い
。

議
員
　
外
国
人
観
光
客
向
け
に

日
本
文
化
の
体
験
の
場
や
市
民

と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
銭
湯

の
情
報
等
を
発
信
す
る
こ
と
も

有
効
と
考
え
る
。所
見
を
伺
う
。

市
長
　
み
た
か
都
市
観
光
協
会

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
情

報
発
信
な
ど
関
係
機
関
や
浴
場

開
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
情
報
公
開
総
合
窓
口
で

議
員　

市
長
の
資
産
に
つ
い

て
、
ウ
ェ
ブ
上
で
前
年
分
を
公

無
所
属
　
半
田
　
伸
明
　
議
員

子
ど
も
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め

�

更
な
る
安
全
対
策
を
都
に
求
め
よ

　
公
明
党
　
粕
谷
　
　
稔
　
議
員

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
ロ
ー
カ
ル

�

な
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

　
希
望
と
維
新
の
会
　
増
田
　
　
仁
　
議
員

市
民
や
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た

�

制
度
や
施
策
の
充
実
を
求
め
る

庭
の
芝
生
化
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
校
舎
の
北
側
に
校
庭

が
あ
る
影
響
も
あ
り
使
用
で
き

な
い
期
間
が
あ
っ
た
が
、
子
ど

も
た
ち
の
環
境
教
育
等
の
た
め

に
、
芝
生
を
役
立
て
た
い
。

議
員　
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
21
時
以

降
等
の
利
用
率
が
低
い
な
ど
問

題
が
あ
る
。
利
用
率
を
向
上
さ

せ
る
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
長　
当
面

は
現
行
の
体
系
で
運
用
し
な
が

ら
、
利
用
状
況
や
利
用
者
の
意

見
を
丁
寧
に
検
証
し
て
い
く
。

適
切
に
公
開
し
て
い
る
。
都
知

事
等
も
ウ
ェ
ブ
上
の
公
開
実
績

は
な
く
、
考
え
て
い
な
い
。

議
員
　
市
内
リ
ハ
ビ
リ
施
設
が

突
然
閉
鎖
さ
れ
、
利
用
者
等
が

困
惑
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

介
護
事
業
者
に
対
す
る
抜
き
打

ち
指
導
等
を
検
討
す
べ
き
だ
。

市
長　
実
地
指
導
時
は
事
前
に

通
知
す
る
こ
と
が
国
の
指
針
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
質

の
確
保
等
に
資
す
る
よ
う
集
団

指
導
等
の
充
実
に
取
り
組
む
。

議
員
　
第
三
小
学
校
の
芝
生
の

校
庭
は
、
養
生
期
間
や
降
雪
後

に
使
用
不
可
能
と
な
っ
た
。
校

車
側
に
危
険
性
を
認
識
さ
せ
る

よ
う
、
都
道
に
併
設
さ
れ
て
い

る
歩
道
に
カ
ラ
ー
舗
装
を
施
す

よ
う
都
に
求
め
る
べ
き
だ
。

市
長
　
道
路
管
理
者
で
あ
る
東

京
都
北
多
摩
南
部
建
設
事
務
所

に
対
し
、
注
意
喚
起
の
看
板
設

置
に
よ
る
自
転
車
の
ス
ピ
ー
ド

抑
制
や
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
等
を
設

置
し
て
自
転
車
が
民
地
側
を
走

行
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る
な
ど

必
要
に
応
じ
て
、
効
果
的
な
交

通
安
全
対
策
の
要
望
や
協
議
等

を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

カ
ラ
ー
舗
装
化
を
含
め
た
効
果

的
な
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
都

や
三
鷹
警
察
署
と
連
携
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
生
活
道
路
か
ら
都
道
と

の
交
差
点
に
出
る
時
に
、
都
道

に
併
設
さ
れ
て
い
る
歩
道
を
走

る
自
転
車
が
、
信
号
は
赤
な
の

に
止
ま
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
よ
く

あ
る
。
生
活
道
路
か
ら
子
ど
も

た
ち
が
出
て
き
た
時
に
、
自
転

車
が
凄
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド
で
走

っ
て
き
た
場
合
、
事
故
は
避
け

ら
れ
な
い
。
本
来
は
都
道
側
の

歩
道
に
歩
行
者
用
信
号
機
を
設

置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
目
に

つ
き
や
す
い
蛍
光
色
で
舗
装
す

る
な
ど
の
対
策
が
必
要
だ
。
例

え
ば
、
生
活
道
路
側
か
ら
見
て

両
側
が
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
な

っ
て
い
る
場
合
な
ど
見
通
し
の

悪
い
所
は
数
多
く
あ
る
。
自
転

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

本
議
会
及
び
委
員
会
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、
会
議
当
日
に

市
役
所
３
階
議
会
事
務
局
で
手
続
き
を
す
れ
ば
ど
な
た
で
も

傍
聴
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
児
童
及
び
乳
幼
児
は
許
可
が
必

要
で
す
）。
市
議
会
の
活
動
を
知
る
よ
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

みたか観光案内所（JR三鷹駅南口）


